參 YAMAHA 


スピーカー システム 

Soavo-900M 

取扱説明書 


ご使用の前に必ずお読みくださし、 


ヤマ ；V スピーカーシステム Soavo -900 M をお買いホ 
めいただきまして、誠にありびとラございます。 

■本機の優れた性旨陡十分に発揮させると期こ、永 
年支障なくお使いいただくために、ご使用前にこ 
の取扱説明書とな証書をよくお読みください。お 
読みになったあとは、な証書と共に大切に保管し、 
お要に応じてご利用ください。 

■保証書は、「お買上げ曰、販売店名」などの記入を 
必ず確かめ、販売店からお受け取りください。 
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安全上のご注意 

ご使用の前に、な、ずこの r ま全上のごま意 J をよくお読みください。 


ここに示した注意事項は、製品をま全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々へのち害や財雇への損害を 
未然に防止するためのちのです。必ずお守りください。 

■ 記号表示について 


この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意昧びあります。 



「ごを意ください」といラを意喚起を示しまず。 

0®®®® 

「〜しないでくださしりといラ r 禁止」を示します。 

0® 

「必ず実行してください」という強制を示しまず。 


■ r 警告 J と r ミ主意 J にごいて 


下、誤った取り扱いをすると生じることび想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、 
「警告」と r ミち意」に区分して掲載しています。 


Y この表巧の欄は、 r 死 t する 

可旨目性または S 傷を負う可能 
—= J 性び想定される」内容です。 


A ミ主意 


この表示の欄は、 r 傷喜を負 
ラ可能性または物的損害び発 
生する可能性が想定される」 
内容です。 


A 警告 


分お禁止 


巧巧禁止 


分解.改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けな 
い。 

火がや感電の原因になります。 

修理および調整は販売店にご依頼ください。 


設置 



水めれ禁止 


本機を下記の場所には設置しない。 

• お室.台所.海岸.水辺 
♦ 加湿器を過度にさかせた部屋 
♦雨や 雪、 かがかかるところ 

水の混入により、火がや感電の原因になります。 


〇 取付け後は必ずま全性を確認ずる。 

また、定期的に落下や転倒の可能性びないか安全点検を 
実施してください。 

取付け箇所、取付け方法の不備による事故等の責任は、 
一切負いかねますのでご了承ください。 


〇 

化ずま巧 

スピーカーケーブルは必ず壁などに固定する。 

ケープルに足や手を引っかけるとスピーカーび落下や転 
倒し、故障やけびの原因となります。 

ほ用上のを意 

Q 

留止 

ポート槽面開□部)などに異物を入れたりしな 
い。 

火がや感電の原因になります。 


〇 

禁止 


本機の上には、巧お-植木鉢•コップ-化粧 
品-薬品-□ウソクなどを置かない。 

水や異物び中に入ると、火がや感電の原因になります。 
接軸面び経年蜜化を起こし、本機の外装を損傷ずる原因 
になります。 
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A 注意 


設置 


Q 不ま定な場所や振動ずる場所には設置しなし、。 

本機び落下や転倒して、けびの原因になります。 


Q 直射日光のあたる場所や、温度が異萬に高くな 
る場所(暖房機のそばなど）には設置しない。 

が装び変あや、内部回路への悪影響び生じて、火がの原 
因にな0ます。 


Q ほこりや湿気のをし、場所に設置しない。 

ほこ0 の： ti 積によりショートして、火災や感電の原因に 
な0ます。 

留止 

Q スピーカーの底面積より狭い場所や傾斜のある 
場所には設置しない。 

スピーカーび落下や転倒して、けびの原因になります。 


A 接続ずる場合は、アンプの電源を切る。接続方 

/|\ 法は、それぞれの機器の取扱説明書に従ラ。 

ま意 


移動_ 

移動するとをは、アンプの電源スイッチを切 
り、ずべての接続]-ドを夕は。 

接続機器び落下や転倒して、けがの原因になります。 
づ^551^/コ-ドび傷つき、乂災や感電の原因になります。 


Q 持ち運ぶときは、ボート(背面開□部)や前面の 
ネットに手をかけない。 

ポートび外れたり、ネットび破れたり、本機を落とし 
»1卜 たりして、けびの原因になります。 


巧用上のを意 


〇 電源を入れる前や、再生を始める前には、アン 
プの音量(ボリユーム)を最小にずる。 

突然大さな音び出て、聴覚障害の原因になります。 

化ず実行 


Q 音が歪んだ状態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火がの原因にな0ます。 

篇止 


ポート(背面開□部)に手を入れない。 

( \ j 感電やけびの原因にな0ます。 

禁止 

Q 本機に乗ったり、ぶ5下がったり、寄りかかっ 
たりしない。 

落下や転倒したり、破損したりして、けびの原因になり 
禁止 ます。 


手入れ_ 

塞物厳禁 

( X ) ベンジン. シンナー • 含成洗剤等でが装をふか 
ない。また接点復活剤を使用しない。 

gih が装び傷んだり、部品び溶解することびあります。 


お手入れのしかた 

キャビネットを美しく保つため、柔5かい巧で乾}式き 
するよラにして<ださい。ちれびひどいとさは、水で 
薄めた洗剤を巧に含ませ、よくしぼって拭さ取ってく 
ださい。 


音楽を楽しむエチケット 


楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるわの 
です。隣近所への配慮を十分にしましょラ。静かな 
夜間にはルさな音でをよく通り、特に低音は床や壁 
などを伝わりやすく、思わ城ところに迷惑をかけて 
しまいます。適当な音量をむびけ、窓を閉めたり、 
ヘッドホンをご使用になるのち一つのち法です。音 
楽はみんなで楽しむをの、お互いにむを配0快適な 
生活環境を守りましょラ。 
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本機の特長 


• 了 ドバンスド PMD コーン採用 
• 吕ウェイ吕スピーカーシステム 


スピーカーの設置 


■ 2チヤンネル スピーカー システムとして 


図のよラにリスニングポ 
ジシヨンに対してかし巧 
向をに設置した方び良い 
ステレオ定位び得5れま 
す。 



■ ホームシアター システムの フ □ントス ピー 
カーと して 

了レビの左ちに設置します。スク U —ンを設置している場 
合は、スク U —ンの両脇に設置してください。 


■ プレゼンス、またはサラウンド スピーカーと 
して 

スピーカーを棚などに設置します。設置するとをは、ア 
ンプまたはレシーバーの取扱説明書を参照してください。 



• 本機は、防磁型設計となっておりまずが、万ーテレビの 
近くでご使用になり色ムラや雑音などが生じるとさは、 
テレビとスピーカーの距離を離してご使用ください。 


別売ヤマ八スピーカーブラケット 
SPM - 已 0 S に取 D た t ける場合 

スピーカーブラケットを使用して、壁や天井に取り付 
ける隙は、本機背面の取り付け用ネジ巧（直径目 mm、 
深さ]已 mm) を利用します。（市販のスピーカーブラ 
ケットを使用する場合は、本機背面のネジ巧とサイズ 
の合うブラケットをお使いください。） 

• 取り付けの際は、 SPM- 巳 0S の取扱説明書もあわ 
せて参照してください。 

落下防止ワイヤー用金具* 

-4つ巧のブラケット 
を使用する際は、4 
mm ケ所のネジ巧すベて 
にネジを締め付けて 
mm <ださい。 

-2つ巧のブラケット 
を使用する隙は、左 
図の点線で囲まれた 
2 つのネジ巧を使用 
して < ださい。 

* スピーカーブラケッ 
卜に固定した樓、落 
下防止ワイヤーを取 
り付けてくださし、。 

別売ヤマ八 スピーカー スタンド 
SPS -1 1 OOMMS に取り付ける場合 

本機底面の巧(直径4 mm、 深 Soavo-900M 

さ]3 mm) を利用して SPS- 
110日 MMS に取0付けると、 

フ□アース タンドス ピーカー 
として使用でをます。 

• 取り付けの際は、 SPS- 
1 ] OOMMS の取扱説明 
書をあわせて参照して< 

ださい。 


_ SPS-1 1 OOMMS 

かお お, 

♦ スピーカーケープルは必ず固定ずる。 

手や足に引っかけて、本機び転倒する原因になりま 
ず。 

• スピーカーを釘や両面テープなどで取り付けない。 
使用中の振動で釘びゆるんだ0、両面テープびはび 
れて本機び落下し、損傷やけびの原因になります。 

♦ スピーカーケーブルをスピーカーとスピーカープラ 
ケットの間に挟まないよラにごミち意ください。 
•市販のスピーカープラケットを使用ずる際は、本機 
の質量 （6.0 kg ) に十分耐えるものをおホめくださ 
い。 

• 取り付け後は必ずま全性を確認してくだをい。取り 
付け箇所、取り付けち法の不備による事故等の責任 
は、当社では一切負いかねまずのでご了承ください。 



ノ 

cz^ 

〇 〇 




;?【'1 


已〇 mm 67 mm 

@〇) 


<スピーカー 背面図> 
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アンプとの接続 


接続するとさは、必ずアンプなどの電源を切ってか5行ってください。 


接続について 

♦ スピーカー背面の端テとアンプのスピーカー端子を付属 
のスピーカーケーブルで接続します。本機の赤端テはプ 
ラス（十）、黒端子はマイナス（一）です。 

♦ 左 スピーカーは アンプの L (左）端テに、ち スピーカー 
は アンプの R (ち）端テに接続します。極性（十、一） 
を間違えると不自然な音にな0ますので、ごを意くださ 
い。 

♦ 接続する隙は、アンプの取扱説明書もあわせて参照して 
<ださい。 

接続のしかた 

〇端子を左に回してゆる奴ます。 

© スピーカーケーブル先端の 
絶縁部分（ビニール)をよじ 
りなび5引さ巧をます。 

〇スピーカーケーブルをスピーカー端 テの巧に差し込み 
ます。 

〇端子をちに回して締めつけます。芯線部分び巧か5 
はみ出していないかどラかを確認してください。 




市版のバナナプラグ使用の場合 


〇端テを左に回して取りがします。 €>端テをちに回して強く締めます。 

〇プラスチックのカバーを手前に引し 'i て取りがしま 〇バナナプラグをスピーカー端子の巧に差し込みま 
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フ□ントカバーの取り付け 


仕様 


本機とフ□ントカバーは別々にお包されています。取り付 
ける場合は、フ□ントカバー裏面の凸部（マグネット）を 
本機の対応するネジと含わせます。 



sg 就 

♦スピーカーのウーファー部、振動板、ツィーター等 
には軸ったり、無理な力を加えない。 

音び歪んだり、故障の原因とな0ます。 

♦ 本機のフ□ントカパー裏面には磁石び使われていま 

す。取りがしたフ□ントカバーを磁気の影響を受け 

るもの（テレビ、時計、磁気カード、フ□ッピーディ 

スクなど）には近づけないでください。 


型式 

スピーカーユニット 

インピーダンス 
再生周玻数帯域 

許容入力 
最か力 
出力音圧レベル 
ク□ス オーバー 周液数 
がお寸法（幅 X 高さ X 奥行き) 
(端子含む） 

(端子除く） 

質量 


2ウェイ-バスレフ/防磁型 
13 cm コーンウーフア ー X ] 
cm アルミドームツィーター X ] 
6 0 

曰色 Hz 〜曰〇 kHz (-10 服) 
〜10日 kHz (-30 服) 
30 W 
120W 
87服/ 2.83 V/m 
3 kHz 

220 X 349 X 237 mm 
22日 X 349 X 214mm 

6.0 kg 


《仕様およびが観は、改良のため予告なく変更すること 
びお0ます。 

《上記の最大入力値 ULL の信号を加えないよラ十分ごま 
意 < ださい。 
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ヤ 7 八ホットラインサービスネットワーク 

ヤス) V ホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、まむしてご愛用いただくためのちのです。 
ヴービスのご依頼、お問いをわせは、お買い上げ店、またはお近くのヴービス拠点にご連絡ください。 


ヤマ AAV 製品の機能や取り巧いに M するおいさわせ 

■ ヤマノ V オーディオ&ビジュアルホームページ 

お客様から富せられるよくあるご質問をまとめておりますので、ご参考 
にして < ださい。 

http://www.yamaha.co.jp/audio/ 

■ AV お客様ご相談センター 

(を国な通） SS . 0570-01-1808 

全国どこか6でを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS か5は下記番号におかけください。 

TEL (053)460-3409 

FAX (0 己 3) 4巨 0-34 已目 
干 430-86 已〇静岡県お松市中お町 n 0-1 

受付日：月〜±曜日（祝日およびセンターのが業日を除く） 

受付時間：10:〇〇〜12:00、13:00〜18:00 


ヤマバ AV 製品の修理、ヴービスパーツに関するお Ba いをわせ 

■ ヤマ八 電気音響 製品修理受付センター 

(全国共强 顯〇己 70-01-2808 

全国どこか5でを 市内通話 料金でご利巧いただけます。 

FAX (053)463-1 127 

受付日：月〜±曜日禍日およびセンターの休業日を隙く） 

受付時間：月〜金曜日目:0□〜1目:00 ±曜日9:0□〜17:30 

修理お持ち込み巧口 

受付曰：月〜金曜日（祝日および弊社の休業日を除く） 

受イ寸時間：日:0日〜17:4巳 

北海道 〒〇目 4-8 日43札幌市中央区南1日条西1 T 目1 -5 日 
ヤマ A センター巧 
FAX (日] 1)512-6109 

首都圏 干143-日日日目東京都大田区平和島 2 T 目1-] 

京ミ兵トラックタ ー S ナル内] 4号棟冉-已 F 
FAX (03)5762-2125 

お松 干43日-日01目浜松市和田町20日ヤマノ U 株)和田工場巧 
FAX (日己 3)462 -白244 

名ち屋 干4己4-日日已8名ち屋市中り I 区玉 J II 町 2 T 目 1-2 
ヤマ A ㈱ )名古屋倉庫 3 F 
FAX (052)652-0043 

大阪 〒已 64- 日日52吹田市広芝町1 0-28 

才ーク江坂ビルディング 2 F 
FAX (06)6330-5535 

九州 干81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2 T 目11 -4 

FAX (092)472-2137 


* 名称、住所、電話番号、 URL などは変更になる場合びあります。 


♦ 保証期間 

お買い上げ曰か曰1年間です。 

• 保証期間中の修理 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覽ください。 

♦ 保証期間が過ざているとを 

修理によって製品の機能び維持でさる場をにはご要望により有料にて 
修理いたします。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料をです。 

技術者の人件費、技術敦育費、測定機器等設備費、 

一般管理費等び含まれています。 

部品げ 修理に使用した部品巧金です。その他修理に付帯する 

部材等を含む攝をもあります。 

出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場をの費用です。 

別達、駐車料金をいただく場合びあります。 

♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年でず。補修巧 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

♦ 製品の状態は詳しく 

サービスをご依頼されるとをは製品の状態をできるだけ詳しくお知らせ 
ください。また製品の品蚕、製造番号などちあわせてお知らせください。 
%品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してありまず。 

♦ スピーカーの 修理 

スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電気部 
品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますので、エージン 
グの差による音色の違いび出る場含びあります。 

• 摩耗部品の交換について 

本機には使巧年月とともに性能び劣化ずる摩耗部品(下記参照)び使 
用されていまず。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用時間 
等によって大きく異なります。 

本機を末を < 安定してご愛用いただ < ためには、定期的に摩耗部品を 
交撰されることをおすずめします。 

摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマ A 電気音響製品修 
理受付センターへご相談ください。 



摩耗部品の一例 

ボリュームコント□ール、スイッチ- U レー類、接続端テ、ランスベルト、 

ピンチ□ーラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


《このページは、安全にご使用いにだ<ために A V 製品全般について記載して 
お0まず。 

7 束年ごほ用の製品の点巧を！ 


こんな症状はありませんか？ 

i J • 電源コード-フラグび異常に熱い。 

• ]ヴくさい臭いびずる。 

、ゾ • 電源コ-ドに深し、キズか変形びある。 

愛情点検 • 製品に触れるとピリピ U と電気を感じる。 

• 電源を入れてを正常に作動しない。 

参その他の異常•故障びある。 



ずぐに使用を中止してください。 

事故防止のため電源プラグをコンセントか6抜を、 

必ず販売店に点検をご依頼 <ださい。 

なお、点検’修理に要する費用は販売店にご相談くださし、。 


トマ八株式会社 

干 430 -8 巨已〇 浜ネ公市中ミ尺田: n 0-] 
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